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呼吸器感染症に対するS-1108の 臨床的検討

高橋 悟 ・長山義明 ・染谷一彦

聖マリアンナ医科大学第三内科*

新 しい経口用抗菌剤S-1108に つ いて,呼 吸器感染症8例 を対象に臨床的有効性及び安全性

について検討を行い,以 下の成績を得た。

1)扁 桃炎1例,咽 喉頭炎3例,気 管支炎2例,肺 炎2例 に対するS-11081日300～450

mg,7日 間使用7例,8日 間使用1例 の臨床効果は,有 効6例,や や有効2例 であった。

2)副 作用あるいは臨床検査値の異常変動は,全 例に認あられなかった。

以上の結果,S-1108は 呼吸器感染症に有用性が期待 され,か っ安全性 も高い薬剤であると

考えられた。
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S-1108は,塩 野義製薬株式会社研究所で合成,ス

クリーニングされた新 しいエステル型経ロセフェム系

抗生物質である。本薬剤は,抗 菌活性を有するS-1006

の4位 カルボキシル基にビバロイルオキシメチル基を

エステル結合させることにより消化管吸収性を高めた

プロドラッグであり,内 服後腸管か ら吸収され,腸 管

壁のエステラーゼによりエステル結合が速やかに加水

分解され,抗 菌活性体であるS-1006と して血中 ・組

織中に分布する。

S-1108は グラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 し

て広範囲な抗菌スペ ク トルを有す るが, Pseudomo-

nas aeruginosa および Clostridium difficile に対

しては弱く,メ チシリン耐性 Staphylococcus aureus

(MRSA)お よび Enterococcus faecalis に対しては
ほとんど抗菌力を示 さない。又,各 種細菌産生の β-

lactamaseに 対 して安定であると言われている1)。

今回我々はこのS-1108に つ いて,呼 吸器感染症8

例を対象にその臨床的有効性な らびに安全性について

検討したので,以 下にその成績を報告する。

対象は1990年10月 か ら1991年4月 の間に,当 科

を受診した呼吸器感染症患者で,本 人より治験参加の

同意を得た8例 で,疾 患の内訳は腺窩性扁桃炎1例,

急性咽喉頭炎3例,急 性気管支炎2例,細 菌性肺炎2

例で,軽 ～中等症7例,重 症1例 であった。

S-1108の 投与法は,4例 の患者には1回100mg

を,4例 の患者には1回150mgを そ れぞれ1日3回

毎食後投与とし,投 与期間は7日 間使用が7例,8日

間使用が1例 であった。

効果判定は咳噺,喀 痰,胸 部ラ音 などの臨床症状,

胸部X線 所見,血 沈値,CRP値,白 血球の正常化な

いし改善の程度ならびに喀痰中の起炎菌の消失の有無

により,著 効(excellent),有 効(good),や や有効

(fair)お よ び無効(Poor)の4段 階と した。 また,

出来得る限 り起炎菌の検索を行い,MICの 測 定は日

本化学療法学会標準法2)に 準拠 して,106cells/m1に

て実施 した。 さらに本剤投与中の自他覚症状,投 与前

後の臨床検査成績を検討 し,安 全性を評価 した。

Table1に 本 剤使用症 例 とその臨床成績 を示 し

た。症例1の 腺窩性扁桃炎の症例は投与5日 後には全

ての自他覚所見が改善 し,CRPも 陰性 とな ったので

有効 と判定 した。症例2～4の 急性咽喉頭炎の症例で

は,症 例2は7日 後に全ての自他覚所見が改善 し,起

炎菌のHaemophilus influenzae菌(MIC:≦0,025)

も消 失 したたあ,有 効と判定 したが,症 例3お よび4

は,7日 後 も咳漱が消失せず,特 に症例4は37℃ 以

上の熱が持続 したため,や や有効 と判定 した。症例

5,6は,急 性気管支炎の例であるが,症 例5は4日

後 には全 ての 自他 覚所 見が消 失 し,起 炎 菌のS

aureus(MIC:1.56μg/ml)も 消失 したため,有 効

と判定 した。又症例6は 投与3日 後に解熱 し,喀 痰 も

消失 したため有効 と判定 した。症例7,8は 細 菌性肺

炎の症例であるが,症 例7は7日 後咳噺はやや残存 し

ている ものの,そ れ以外の所見は消失 し,胸 部X線

所見 も改善 したため有効と判定 した。症例8は7日

後,平 熱とな り胸部X線 所見で浸潤影 も改善 したた

め有効と判定 した。
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以上の8例 の呼吸器感染症に対す るS-1108の 臨 床

効果は有効6例,や や有効2例 であった。

自他覚的副作用 は全 く見 られず,ま たTable 2に

示す如く,検 査し得た範囲で本剤投与によると思われ

る異常変動を呈した ものはなか った。

我々の症例数は8例 で,薬 効評価に充分な例数では

なかったかもしれないが,そ の うち2例 が 「やや有

効」であった。この 「やや有効」例は2例 共咽喉頭炎

であり,起 炎菌が不明であった。一般に上気道炎の起

炎病原体の大部分はウィルスであり,マ イコプラズマ

やクラミジアの関与 も知 られている。二次的に細菌感

染を併発することもあるが,そ の主要な起炎菌は溶連

菌や黄色ブドウ球菌 インフルエ ンザ菌である。S-

1108の これ らの菌に対す るMIC 80が0.2μg/ml,

0,78μg/ml(β-ラ クタマーゼ非産生菌),1.56μg/

m1(β-ラ タマーゼ産生菌),0.025μg/mlと 低 い点

を考慮すると,ウ ィルス、マイコプラズマ,ク ラ ミジ

ァのどれかが関与 していた可能性が大きい。

基礎疾患に糖尿病を有する重症の肺炎が,本 剤450

mg/日,7日 間投与によって,7日 目には咳漱以外の

症状が消失 し,胸 部X線 所見で浸潤影 も改善 し有効

であった。重症例で,あ るいは経口剤の適応ではなか

ったのかもしれないが,特 筆に価するものと思われる。

細菌学的効果については検出されたS.aureus 1

例,及 びH.influenzae 1例 は菌が消失 した。第40

回 日本化学療法学会総会の成繍では,内 科領域での臨

床効果 は558例 中 有効以上が486例(有 効率87.1

%)で あるのに比較 して,我 々の検討例では例数は8

例 と少なかったが,有 効6例,や や有効2例 という結

果であった。今後,症 例を簗横 して検討を続けてゆき

たい。

副作用及び臨床検査値異常は全 く認あ られず,特 に

クレアチンキナーゼは8例 中7例 に実施 し,ア ル ド

ラーゼは8例 全例に実施 したが異常変動はなかった。

以上よ り,S-1108は,呼 吸器感染症に対 し有用で

あり,か っ安全性の高い薬剤であると思われる。
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Table 2. Laboratory findings on S-1108 administration
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S-1108 in respiratory tract infections
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S-1108 was administered to 8 patients with respiratory tract infection and clinical effi-
cacy and safety were evaluated.

1) Eight patients with respiratory tract infections (tonsillitis 1, pharyngolaryngitis 3,
bronchitis 2, pneumonia 2) were treated with 300--450 mg daily of oral S-1108 for 7 to
8 days. The clinical effect was evaluated as good in six patients, and fair in two.

2) No adverse reactions were observed in any of the patients.


